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開催 平成26年11月8日(土)
公演 18:30 -  19:45
会場 石清水八幡宮 本殿

石清水の無礼講



「うつ神楽」あらすじ

「うつ神楽」へ込めた思い

開催概要
日時：平成 26 年 11 月 8日（土）

時間：18 時開場／ 18 時 30 分 開演／ 19 時 45分 終了予定

場所：石清水八幡宮 本殿

住所：〒614-8588  京都府八幡市八幡高坊 30

料金：無料（要事前申込み・満員になり次第受付終了）

＊本公演は、石清水八幡宮への無礼講 奉納舞台として、
「うつ神楽」を執り行います。公演後には無礼講の儀として、
玉露と市田柿を振る舞わせて頂きます。

申込方法：

A.  FAX　   075-981-9808

B.  MAIL　   info@iwashimizu.or.jp

C.  Facebook　https://www.facebook.com/iwashimizu.or.jp

上記のいずれかの方法でご連絡ください。

開演前に石清水八幡宮 南総門前にて受付をお済ませください。

交通アクセス：

京阪電車「八幡市駅」にて男山ケーブルへ乗り換え

「男山山上駅」にて下車徒歩 5分

＊公演終了後には男山ケーブルを臨時運行致します。

＊お車はご遠慮ください。

主催：うつ神楽公演実行委員会　共催：石清水八幡宮（TEL：075-981-3001  URL：http://www.iwashimizu.or.jp/top.php）
後援：永職会／京阪電気鉄道株式会社／一般社団法人八幡市観光協会／京都新聞
協力：ひるがみ温泉株式会社／かぶちゃん農園株式会社／舞妓の茶本舗
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南信州の里山深くにある村。村のはずれに村人を拒むかのように深い闇に覆われた森があった。村人はその森を

いつの頃からか「いらずの森」と呼んでいた。「うつお」はその森で「障り玉」を食べながら暮らしている森の

住人。ある日、うつおは森に迷い込んだ女の子と出会う。やがて心を通じ合わせていくうつおと女の子であった

が、森の主の魔力の影響を受け、女の子はうつおの体に取り込まれてしまう。うつおの体の中で女の子が聞いた

のは、うつおの〝本当の声〟だった。うつおの気持ちを知り女の子が流したひと粒の涙が、それまで黒い障り玉

で覆われていたうつおの体を赤く染めていく。『ウツメノミコト』となったうつおは、森や里に「多幸」が訪れ

るようにと願いを込めた神楽舞を舞ってみせる。

さわ

「うつ神楽」の原案を宮崎駿監督からいただいたのは、今から7年前のこと。自身が何年も前から温めていたと言

う「うつ神楽」は、現代病とも言えるうつ病をモチーフとした物語であり、鬱蒼と茂る「いらずの森」、その森

の中を徘徊する主人公「うつお」が深紅の衣装で踊る女神の姿へと変貌する様は、現代社会の中で明るい未来が

見えない日々への不安や、漠然とした喪失感により、ストレスを溜め込んでいる私たちの心が浄化されて欲しい

という思いが込められている。原案者の「この作品はあえてアニメーションや漫画で表現するのではなく、その

場に行かなければ体感することができない舞台作品にすべきである」という信念のもとに公演される。多くの人

々が本作品を通し五感を通してでしか伝えられない「気配」を感じ取って頂けることを願っている。

うっそう

さわ


